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第 858 回例会 2015 年 8 月 12 日

司  会 横沢  正君 
開会点鐘 ⻄澤 ⽂登君 
ビジター(定時受付) 
・上⽥ RC  鈴⽊由紀夫君 ⽊村⽂厚君 
      北村 修⼀君 ⽯井 ⼈君 
      中村 義介君 
・上⽥東 RC              倉沢和成君 
・上⽥⻄ RC 森 芳樹君  中澤栄⼆君

⻄澤 ⽂登君 
毎⽇暑い⽇が続きます。 
今⽇は恒例の納涼夜間例会ということで、

久しぶりに鯉⻄さんのつけば⼩屋にお邪魔
しました。設営
をしていただい
た⼭⽥委員⻑は
じめ親睦・会場
委員会の皆様あ
りがとうござい
ます。今年はク
ラブのこれから

を考えるということで私も時には難しいお
話をしておりますが、今夜はおいしい鮎料
理でなごやかにやりましょう！ 

⼩嶋 修⼀君 
 ベース ⽋席 メイク 出 席 率

本 ⽇ 24 12 － 50.00％
前々回 23 5 2 86.96％

 

つけば⼩屋で、鮎料理を楽しむ夜間例会 
関⻄でウグイ、関東でハヤ。上⼩地区では

４⽉から６⽉末にかけてウグイ（ハヤ）を捕
獲するために⼈⼯の産卵場所を作り投縄で
つかまえる。ウグイ（ハヤ）は産卵期になる
と川底の砂利に産卵する。その習性を利⽤
した捕獲⽅法である。この⼈⼯の産卵場所
を「たねつけば」と呼んだことから「つけ場
（ば）」と呼ばれるようになった。⼈⼯の産
卵場所には活きのいいウグイをいれた重箱
を川に沈め、その匂いで下流からウグイを
おびき寄せるという。現在では獲れたウグ
イを川辺で⾷べさせる⼩屋が季節営業（４
⽉から６⽉末頃まで）するため、地元では
「つけ場」と⾔えばこの⼩屋にウグイを⾷
べに⾏くことを指している。 

他⽅、鮎の地⽅名は⾒当たらない。鮎は⽯
に付着した珪藻類を主⾷とする。鮎の⼝元
が櫛のような形になっているのはそのため
である。鮎は珪藻類の多い場所を独占して
縄張りを作る。この縄張り内に⼊った他の
⿂には体当たりなどの攻撃を加えるという。
この性質を利⽤して鮎を釣るのが「友釣り」
である。つけば⼩屋では７⽉から 10 ⽉上旬
頃まで鮎料理を⾷べさせてくれる。つけば

料理、鮎料理ともに千曲
川の夏の⾵物詩である。 

親睦委員会の皆様、つ
けば⼩屋で鮎料理を楽し
む夜間例会の企画、設営
ありがとうございました。 

（会報委員会） 
⼭⽥ 豊 親睦委員⻑ 


